	番号
	基準
	対応状況等

	（１）
	保育所保育指針に示された保育内容の指導が、効果的に実施できるような環境とするよう配慮すること。
	

	（２）
	屋上施設として、便所、水飲場等を設けること。
	

	（３）
	防災上の観点から次の点に留意すること。
	

	
	(ア)当該建物が耐火建築物の場合に限り、かつ、職員、消防機関等による救出に際して支障のない程度の階数の屋上であること。
	

	
	(イ)屋上から地上又は、避難階に直通する避難用階段が設けられていること。
	

	
	(ウ)屋上への出入口の扉は、特定防火設備に該当する防火戸であること。
	

	
	(エ)油その他引火性の強いものを置かないこと。
	

	
	[bookmark: _GoBack](オ)屋上の周囲には金網を設けるものとし、その構造は上部を内側にわん曲させる等乳幼児の転落防止に適したものとすること。
	

	
	(カ)警報設備は屋上にも通ずるものとし、屋上から非常を知らせる設備についても配慮すること。
	

	
	(キ)消防機関との連絡を密にし、防災計画等について指導をうけること。
	


屋上に屋外遊戯場を設ける場合の基準への対応状況等について

（参考）『児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部改正の取扱いについて（平成26年９月５日　厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）』
５　屋外遊戯場は、地上に設けるものが通例であるが、耐火建築物においては、屋上が利用できることに伴い、用地が不足する場合は、地上に利用可能な場所がない場合に限り、屋上を屋外遊戯場として利用することも考えられること。ただし、屋外遊戯場の性格にかんがみ、屋上に屋外遊戯場を設ける場合においては、最低基準第32条第6号の規定によるほか、次の点につき十分指導されたいこと。
